
英国貴族階級所帯内労働関係における呼称の検証

一20世 紀前半を時代背景 とする映画を分析 して

北山 環

1.序

文化人類学 的観 点か らす ると、人 を呼 ぶ とい うこ とは、間接的 に相手 に`触 れ る'行 為

となるために タブーに抵触す る側面 を持つ(滝 浦2007:34)と い う指摘が ある。本稿で扱

う貴族の所帯内 にお ける主人 と召使 との垂直型労働 関係 では、 目上の相手 に対 しては対人

的 な距離 を大 きく取 り、直接相 手に`触 れない'敬 避的な 「遠 隔化 的呼称(敬 称)」(ibid.)

が使用 され、逆 に 目下の相手 には、相手 の`人'を 直接 名指 しす る共感的 な 「近接 化的呼

称(親 称)」(滝 浦,2008:78)が 使 われてい ることは容易 に予 測 しうる。 ここでの 目的 は、

その ような両 方向の非対称1の 呼称 が具体 的 に誰 に対 して どの ように使 われてい るのか を

映画の分析 を通 じて呈示 し、呼称の選択 を決定す る要 因を確 認す ることであ る。

以下、第2章 は呼称の定義 と検証方法、第3章 は呼称の選択要 因、第4章 は貴族階級 と

召使業務 の構成、第5章 は映画での呼称使用 の実態把握、第6章 は結語 と続 ける。

2.呼 称の定義 と検証方法

2.1呼 称の定義

呼称 には、大別 して、`addresspronouns'(呼 称代名詞)と`nominaladdressforms'

(呼称 名詞)が ある。本稿 で は、文脈 か ら独 立 して2相 手 に直接呼 びか けた り注意 を喚起

した りす る際 に使 われ る呼称 名詞 を分析 対象 と し、 その区分 として、各分析 に当た って

は、以下 のLeech(1999:110)の 分類 を用 い る3こ とにする。

A. 

B. 

C. 

D. 

E. 

F. 

G.

Endearments e.g. dear, sweetie 

Family terms e.g. father, mum 

Familiarizers e.g. girl, mate 

Familiarized first names e.g. Jackie, Lizzie 

First names in full e.g. William, Elizabeth 

Title and surname e.g. Mr. Wilson, Mrs. Bridges 

Honorifics e.g. sir, my lady



教養 ・外国語教育センター紀要

H.Others e.9.you,UncleJoe

この うち、Aか らEは 、「近接 化 的 呼称(親 称)」 で あ り、FとGは 、「遠 隔化 的呼 称

(敬称)」 であ る。Hは 、その種類や使い方によってどち らに属するか判断 され ることになる。

2.2検 証方法

20世 紀前半の英国貴族所帯における主人 と召使の関係が主に描かれている映画6本 を

選び、そこに現れる呼称を筆者の聞 き取 りによって抽出した。貴族階級の所帯では、正確

に言 うと、家族全員が貴族 とは限らず4、映画毎のテーマによっては主人と召使 との個人

的な関係の発展により呼称に変化がみ られる場合 もあるが、分析条件に出来うる限り一貫

性を保たせるために、抽出対象を貴族所帯内の労働関係における主人家族 と召使問、及び

召使同士の呼称使用に限定 した。

3.呼 称の選択要因

「遠隔化 的呼称」 であれ、「近接化的呼称」で あれ、話 し手 と聞 き手 とい う発話 に関 わる

両者 間で 同 じ種類の呼称が使用 され てい る場合 は対等 な関係 を示 しているこ とになる。逆

に、違 う種類が用い られ た ら、両者 間の相違 を決定す る何 らかの要素が存在す るこ とにな

る5。 その際、話 し手 が或 る一つ の呼 び方 を選 ぶ要 因 として挙 げ られてい る ものは、相 手

の情報 の有無、社会 的 ・職業上 の地位、年齢 、性 別6、 国籍 の違い、親疎 の度合 な どであ

り、 そ れ らが 複 合 的 に 組 み 合 わ さ っ た 場 合 や 話 し手 の パ ー ソ ナ リ テ ィ ー の 影 響

(Dunkling1990:22-30)も ある。加 えて、怒 りや愛情 な ど、話 し手の その場の高揚 した感

情 も呼称 の選択 を大 きく左右す る7。(北 山,2010:10)

4.貴 族 階 級 と召 使 業 務 の 構 成

4.1貴 族 階 級 の 構 成

騎 士 をそ の源 流 とす る貴 族(pee若nobility)は 、 公 爵(Duke/Duchess)、 侯 爵(Marquis

/MarchionessMarquise)、 伯 爵(Earl/Countess)、 子 爵(Viscount/Viscountess)、 男 爵

(Baron/Baroness)の5爵 位 で あ り、 そ の 他 に貴 族 に準 じる地 位 で あ る准 男 爵(Baronet

/Baronetess)と ナ イ ト爵(士 爵,Knight)が あ る。19世 紀 以 前 の伯 爵 以 上 の 旧 貴 族 は シ

ノ ン(Sinon)と 呼 ばれ る領 地 を有 して お り、TheDukeofNorfolkの よ う に呼 び 名 に地

名 も用 い られ 、 領 土 の 特 権 所 有 が 廃 止 さ れ た19世 紀 以 降 の新 貴 族 と は 区 別 さ れ る8。 ま

た、 男 爵 に は一 代 限 り男 爵(LifepeersBaron)が あ り、 ナ イ ト爵 は全 て 一代 限 りで あ る9。

Cooper(1980:21)は 貴 族 は人 口 の約0.2%で あ る と記 して い るが 、 現 時 点 で 、准 男 爵 、 ナ
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イ ト爵 を含 め な い世 襲 貴 族 の 人 口 は、 約880名10(約0.0014%)と な っ て い る。 因 み に、

BridesheadRevisitedのLordBridesheadやTheRemainsoftheDayのLordDarlington

は 、 そ れ ぞ れ領 地 を称 号 に使 用 した り領 地 の保 有 を した り し、`Grace'で は な く`Lord'

で 呼 ば れ て い る11こ と か ら、 旧 貴 族 の 侯 爵 か 伯 爵 の 設 定 で あ る と考 え られ る 。Gosford

-ParkのSirWilliamMcCordleは 、 准 男 爵 で あ り、 そ の妻 、LadySylviaMcCordleは 伯 爵

で あ るLordCartonの 娘 で 、 未 亡 人 の伯 爵 夫 人 、TheCountessofTrenthamの 姪 で あ る。

Upstairs∠)ownstairsのLadyMarjorieBellamyは 、 伯 爵 家 、TheEarlandCountessof

Southwoldの 娘 だが 、 そ の 夫 で 国会 議 員 のMr.RichardBellamyは 、 地 方 の 牧 師 の 息 子 で

あ る。TheHouseofEliottのLadyLydiaは 、 そ の呼 び名 か らす る と、 公 爵 か 侯 爵 か 伯 爵

の血 筋 を引 く12と 見 な され る。MauriceのCliveDurhamは 、 議 員 兼 弁 護 士 で上 流 階 級 に

属 して は い るが 、 称 号 は有 して い な い。 そ の妻 のAnneは 、SirWoodsを 父 に持 ち貴 族 に

準 ず る家 系 出 身で あ る。 この よ う に、 厳 密 に い え ば、 家 族 内 に はい ろ い ろ な範 疇 の 成 員 が

存 在 す る こ とに な る。

貴 族 、 及 びそ れ に準 ず る人 々 の 口頭 で の呼 び名13の 例 は以 下 の通 りで あ る。

Nobility:Peersandpeeresses

Duke(TheDukeof(Sinop))14 YourGrace/Duke

Duchess YourGrace/Duchess

Marquis(TheMarquisof(Sinop)) MyLord/YourLordship/Lord(Sinop)

Marchioness MyLady/YourLadyship/Lady(Sinop)

Earl(TheEarlof(Sinop)) MyLord/YourLordship/Lord(Sinop)

Countess MyLady/YourLadyship/Lady(Sinop)

Viscount(TheViscount(Familyname)) MyLord/YourLordship/Lord(Sinop)

Viscountess MyLady/YourLadyship/Lady(Sinop)

Baron(Lord(Familyname)) MyLord/YourLordship/Lord(Sinop)

Baroness MyLady/YourLadyship/Lady(Sinop)

Minornobility

Baronet(Sir(Fullname)) Sir/Sir(Firstname)

Baronetess MyLady/Lady(Husband'sfamilyname)

Knight(Sir(Fullname)) Sir/Sir(Firstname)

Knight'swife MyLady/Lady(Husband'sfamilyname)

Eldestsons,youngersons,daughtersofthenobility

(Eldestsonsofdukes,marquisesandearlsusetheirfather'smostseniorsubsidiary

titleascourtesytitles:notetheabsenceof"The"beforethetitle.Ifadaughterofa
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peerorcourtesypeermarriesanotherpeerorcourtesypeer,shetakesherhusband's
rank.Ifshemarriesanyoneelse,shekeepsherrankandtitle,usingherhusband's

surnameinsteadofhermaidenname.)

Eldestson CourtesyMarquis(Marquisof(Sinop)) MyLord/Lord(Sinop)

CourtesyEarl(Earlof(Sinop)) MyLord/Lord(Sinop)

CourtesyViscount(Viscountof(Sinop)) MyLord/Lord(Sinop)

CourtesyBaron(Lord(Sinop)) MyLord/Lord(Sinop)

Duke'syoungerson,(Courtesy)Marquis'syoungerson MyLord/Lord(Firstname)

(Courtesy)Earl'syoungerson,(Courtesy)Viscount's

son,(Courtesy)Baron'sson

Sir/Mr.(Familyname)

Duke'sdaughter,(Courtesy)Marquis'sdaughter,

(Courtesy)Earl'sdaughter(unmarriedormarriedto

acommoner)

MyLady/Lady(Firstname)

(Courtesy)Viscount'sdaughter,(Courtesy)Baron's

daughter(unmarried)

Madam/Miss(Familyname)

(Courtesy)Viscount'sdaughter,(Courtesy)Baron's

daughter(marriedtoacommoner)

Madam/Mrs.(Familyname)

4.2召 使 業務の構成

貴族の住居は、典型 的には、地方 の広大 な敷地内に建つ カン トリーハ ウス(例:Maurice

のPendersleighParkやTheRemainsoftheDayのDarlingtonHall)15と ロ ン ドンの ウエ

ス トエ ン ドの 高級 住 宅 街 にあ る タ ウ ンフ ラ ッ ト(例:UpstairsL)ownstairsのEaton

Place)で あるが、 どち らに も、数名か ら数 十名 に及ぶ使用 人達が職域 に応 じて基 本的 に

は住 み 込 み で働 い て い た。 彼 らの寝 室 は屋 根 裏 部屋(コ ンピ ュー タシス テ ム研 究 所,

2007)で あ るが、仕事 場 は台所 を中心 と した地下(downstairs)で あ り、そ こか ら上 階

(upstairs)に 住 む主人達 の生活 を支 えてい たのである(北 山,2007:39)。GosfordParkに

描か れているように、主人 とともに他の所帯 の館 に滞在す る時 には、 「Mr./Miss&主 人

の名前」 で呼 ばれ、個人 としての自己が喪失 して しま うこ とさえある。

`Y
ouarehereasvalettoMr.Weissman.Thatmeansyouwillbeknown,below

stairs,asMr.Weissmanforthedurationofyourstay.'(Fellowes&Altman,2002:8)

召使の典型的な業務内容 と地位は以下の通 り16である。
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執 事(Butler)は 、 元 々 、 家 計 を含 む所 帯 内 外 の業 務 を取 り仕 切 る ハ ウス ・ス チ ュ ワ ー

ド(Steward)の 下 で 中堅 的 な 地位 を持 ち 、 主 に食 事 、 食 品、 ワ イ ン関 連業 務 を司 る存 在

で あ っ たが 、 英 国 で は19世 紀 ご ろ か ら所 帯 全 体 の 召 使 い を統 括 す る よ う に な っ た17。 女

性 の召 使 の最 上 位 は 、ハ ウス キ ー パ ー(Housekeeper)で あ り、家 事 全 体 を管 理 す る立 場

に あ っ た。 執 事 の下 に は フ ッ トマ ン(Footman)が お り、 執 事 不 在 の 折 な どに は執 事 の 業

務 を代 わ りに行 う こ と もあ っ た 。 主 人 と女 主 人 に は そ れ ぞ れ 、 従 僕(Valet)と レ デ ィ ー

ズ ・メ イ ド(Lady'sMaid)が つ い て、 着 が え な ど個 人 的 な要 求 に応 じて い た18。 映 画 に

登 場 す る執 事 は、BridesheadRevisitedのWilcox、Gosford-ParkのJennings、Mauriceの

Simcox、TheRemainsoftheDayのStevens、Upstairs1)ownstairsのHudsonで あ る。 ハ

ウス キ ーパ ー はMrs.Wilson(GosfordPark)、MissKenton(TheRemainsoftheDay)、

ク ック(Cook)は 、Mrs.Croft((TosfordPark)、Mrs.Bridges(UpstairsDownstairs)、 従

僕 は、Probert(GosfordPark)、 レ デ ィー ズ ・メ イ ドは、Lewis(GosfordPark)、Roberts

(UpstairsDownstairs)で あ る。 彼 らは`UpperTen'と 呼 ば れ る シ ニ ア ・ス タ ッフで あ

り、 ジ ュニ ア ・ス タ ッフであ る`LowerFive'19の 、 パ ー ラー メイ ド(Parlourmaid)のRose

やSarah(UpstairsDownstairs)、 ヘ ッ ド ・ハ ウ ス メ イ ド(HeadHousemaid)のElsie

(Gosford∫)aYk)、 フ ッ トマ ン のGeorgeやArthur(GosfordPark)やAlfred(Upstairs

Downstairs)、 キ ッチ ン ・メ イ ド(KitchenMaid)のBertha(Gosford-Park)やEmily

(UpstairsDownstairs)ら を 、 上役 と して指 導 、管 理 す る立 場 にあ る。

5.映 画での呼称使用の実態把握

呼称 を検証するにあたって、主人から召使へ(力 関係:上 →下)、召使から主人へ(力

関係:下 →上)、召使同士で使われた呼び方の3区 分に分けて抽出を行った。

5.1主 人 から召使への呼称

Addressee 呼称の種類[例] 頻度

Butler H:Others(Familynamesonly)[Hudson,Stevens] 45

Valet,Lady'sMaid H:Others(Familynamesonly)[Probert,Roberts] 5

Maid,Coachman E:Firstnamesinfull[Chalmers,Rose] 21

Housekeeper,Cook F:Title&Surname

[Mrs.Wilson,MissKenton,Mrs.Bridges]

5

Maid A:Endearments[Dearest] 2

Nanny H:Others[Nanny] 2
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執 事 に対 して は、 主 人 、 女 主 人 、 その 子 供 達 と もに例 外 な く名 字 の 呼 び捨 てが 使 われ て

い る。 従 僕 や レデ ィ ー ズ ・メ イ ドもそ れ ぞ れ の 主 人 か ら名 字 の 呼 び 捨 て で呼 ば れ て い る。

名 字 の呼 び捨 て は主 に男 子 校 や 軍 隊 な どの厳 しい 規 律 の あ る男 性 集 団で 用 い られ 、 上 下 関

係 を 明確 に す る呼 び方 で あ る20。 同 じ シニ ア ・ス タ ッ フで あ って も、 レデ ィー ズ ・メ イ ド

以 外 の 女 性 に は名 字 の 呼 び捨 て で は な く、敬 避 的 な 呼 び 方 で あ る 「タ イ トル&名 字 」 が

使 用 さ れ て い る。 ハ ウ ス キ ー パ ー のMrs.Wilson(Gosford-Park)、MissKenton(The

RemainsoftheL)ay)、 ク ック のMrs.Croft(Gosford∫)ark)、Mrs.Bridges(Upstairs

Downstairs)が そ の 例 で あ る。 そ の 際 の タ イ トル の 選 択 は、 結 婚 の 有 無 で は な く、 年 齢 に

よ る もの で あ る。Mrs.Wilson、Mrs.Croft、Mrs.Bridgesは 高 年 齢 の 女 性 で あ り、 い ず

れ も未 婚 で あ る。 一 方 、 ジ ュ ニ ア ・ス タ ッフ は 親 称 の個 人 名 で 呼 ばれ21、 特 に、Upstairs

Downstairsの パ ー ラ ー メ イ ドで あ るRoseに 対 して 、 主 人Bellamyの 娘 のElizabethは 親

しさ を こ め て`Dear'`Dearest'を 使 っ て い る。

5.2召 使 から主人への呼称

Addressee 呼称の種類[例] 頻度

主人、息子 G:Honorifics[sir] 49

主 人、息子 G:Honorifics[mylord/milord] 30

息子 H:Others(Title&Firstname)[Mr.James] 1

女主人、娘 G:Honorifics[mylady/milady] 85

女主人 G:Honorifics[yourladyship] 4

娘 H:Others(Title&Firstnames)[MissIsobel] 23

娘 H:Others(Title)[Miss] 17

娘 H:Others(Title&Familiarizedfirstnames)

[MissLizzie]

10

`
mylord'`sir'と 呼 ば れ て い る の は 、BridesheadRevisitedのLordMarchmain、 長

男LordBrideshead、 次 男SebastianFlyte、TheRemainsoftheDayのLordDarlington

で あ る。Gosford-ParkのSirWilliamMcCordleも 一 度 、 執 事 のJenningsか ら`mylord'

と呼 ばれ てい るが 、 前 述 の ご と く、 正 式 に は、 准 男 爵 は、`mylord'と は 呼 ばれ ない 。 主

人 で あ っ て も貴 族 で は な いUpstairsDownstairsのBellamyやTheRemainsoftheDay

のLewis22に 対 して は 、`mylord'は 使 わ れ ず 、`sir'の み が 用 い られ て い る。 同様 に、

`
mylady'`yourladyship'は 、 貴 族 で あ るBridesheadRevisitedのLadyMarchmain、

Gosford-ParkのLadyTrentham、LadyMcCordle、TheHouseofEliottのLadyLydia、
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UpstairsDownstairsのLadyMarjorieの 呼 び 掛 け に使 用 さ れ て い る。 貴 族 の 娘 で あ る

BridesheadRevisitedのJuliaも`mylady'と 呼 ばれ て い る。SebastianやJuliaが 、`my

lord'`mylady'と 呼 ば れ て い る一 方 で 、UpstairsDownstairsのBellamyの 子 女 、James

やElizabethに は そ れ らの 呼 び名 が 使 用 さ れ な い の は、 年 齢 的 な理 由 で は な く23、 彼 らの

父 が 貴 族 で は な いか らで あ る。Gosford-ParkのSirWilliamMcCordleの 娘 のIsobelと 同

様 に、`Mr./Miss&Firstname'`sir/miss'で 呼 ば れ る 。UpstairsDownstairsのRose

は 、Elizabethと と て も親 しい 関 係 に あ り、 時 に は年 上 の 友 達 の よ う に諌 め た り叱 っ た り

す る こ とか ら、`Title&Familiarizedfirstname'の`MissLizzie'を 使 うこ とが あ る。

今 回 の 抽 出 で は、 男 性 の 貴 族 に対 して は、`mylord'と`sir'の 両 方 が 用 い られ て い

たが 、 女 性 の貴 族 に対 して は、`mylady'と`yourladyship'が 使 わ れ 、`ma'am'は 検

出 され なか っ た 。`lordship'と`ladyship'は 、`-ship'が 語 源 的 に"state,conditionof

being"24を 表 す こ とか ら、`lord'と`lady'と い う地 位 を状 態 化 し、 更 に相 手 との 距 離 を

大 き く取 る呼 称 で あ る。 そ れ 故 に、 通 常 、 貴 族 相 手 に 直 接 呼 び掛 け る 呼 称 と して`sir'

や`maam'と 同 様 に用 い ら れ る`mylord'や`mylady'と は 少 し用 法 を 異 に し、

`
yourlordship/ladyship'は 、 文 脈 の 中 で`you'の 代 わ りに使 用 され る場 合 が 多 い25。

呼 び掛 け で使 わ れ て い る例 は、Gosford-Parkに お い てLadyMcCordleが 客 の 食 事 に 関 し

て 階 下 の`Servants'Hall'に 急 に下 りて きて客 の 使 用 人 も含 め た場 所 で あ わ て て い る時

に、 ハ ウ ス キ ー パ ー のMrs.Wilsonが 毅 然 と して 発 した 、`Everything'sundercontrol,

yourladyship.'(Fellows&Altman,2002:38)や 、UpstairsDownstairsで 赤 ん坊 誘 拐 の

事 件 を起 こ し たBridgesと 彼 女 を か ば うHudsonに 気 遣 い を見 せ たLadyMarjorieに 対

し、 二 人 が 謝 意 を表 す 際 に用 い る言 葉 に見 られ る 。 ま た、GosfordParkで 、 主 人 の 召 使

が 来 賓 に 向か っ て使 用 す る場 合 や 、TheHouseofEliottでEvangelineが 顧 客 に対 して呼

び掛 け る時 に も使 わ れ て い る。 い ず れ の 場 合 も話 し手 の 聞 き手 に対 す る一 層 の 心 理 的 な距

離 感 が 醸 し出 さ れ て い る 。 尚、 そ の 場 に い な い 第 三 者 と して 文 脈 に使 用 す る場 合 は、

`h
e'`she'の 使 用 箇 所 に、`hislordship'`herladyship'が 使 わ れ る。

`Hi
slordshiphasalwaysstriventoaidbetterunderstandingbetweennations.'

(lshiguro,1988:225)
`H
erladyshipusedtohaveaFrenchmaidwhoworeablackonelikethis.'

(Fellows&Altman,2002:10)
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5.3召 使 間の呼称

Addressee 呼称の種類[例] 頻度

Butler F:Title&Surname[Mr.Stevens,Mr.Hudson] 64

Butler G:Honorifics[sir] 3

Housekeeper F:Title&Surname[Mrs.Wilson,MissKenton] 49

Cook F:Title&Surname[Mrs.Croft,Mrs.Bridges] 6

Cook H:Others[Mrs.B] 1

Cook A:Endearments[dear] 1

Lady'sMaid F:Title&Surname[MissRoberts] 1

Lady'sMaid G:Honorifics[Miss] 1

Lady'sMaid H:Others(Familynamesonly)[Roberts] 2

Lady'sMaid H:Others(SwearWords)[Woman,OldCow] 2

Coachman F:Title&Surname[Mr.Pearce] 4

Chauffeur H:Others(Familynameonly)[Merriman] 1

Maid,Footman E:Firstnamesinfull[Mary,Rose,Charles] 26

Maid,Footman D:Familiarized且rstnames[Lizzie,Charlie] 6

Maid,Footman A:Endearments[love,mydear] 5

Maid,Footman C:Familiarizers[boy,girl] 7

召 使 同 士 の 呼 び 方 は 、 殆 ど そ の 業 務 構 成 に よ り決 定 さ れ て い る 。 つ ま り、`upper

servants'で あ る シ ニ ア ・ス タ ッ フの 執 事 、 ハ ウス キ ー パ ー 、 ク ッ ク、 従 僕 、 レ デ ィ ー

ズ ・メ イ ド26は 、 下 役 か ら も同僚 か ら も 「タ イ トル&名 字 」 の 「遠 隔 化 的 呼 称(敬 称)」

で呼 ば れ る 。UpstairsDownstairsで 新 入 りの ア ンダ ー ・パ ー ラ ー メ イ ド見 習 い のSarah

か ら`Cook'と 言 わ れ 、Bridgesは 、`Andit'sMrs.Bridges,ifyouplease,not"Cook".

Thisisagentleman'shouse.'と 憤 慨 して い る 。TheRemainsoftheDayの ア ンダ ー ・バ

トラ ー で あ るStevensの 父 の 呼 び方 を巡 るStevensとKentonの 諄 い は 、 年齢 上 、 職 業 経

験 上 の先 輩 に対 す る敬 称 使 用 か 部 下 と しての 親 称 使 用 か の 対 立 で あ る。

`l
notherhouses,IwasaccustomedtoaddresstheservantsbytheirChristian

,

names.

`Uh
,MissKenton,ifyouwouldstoptothinkforamoment,youwouldrealisethat

...howinappropriateitisforonesuchasyourselftoaddressWilliamsomeonesuch

asmyfather.
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ク ッ ク で あ るBridgesが`dear'と 呼 ば れ る の は、 の3読73Do朋s競7sで 同 僚 の レ

デ ィー ズ ・メ イ ドのRobertsに よ って で あ り、Robertsが 呼 び捨 て や の の し りの 言 葉 で 呼

ばれ る の は、 同僚 のBridgesや 下 役 の フ ッ トマ ン、 メ イ ドの 怒 りをか っ た場 面 で あ る。 ま

た、 ⑰3忽7s1)o"〃3翅7∫ でHudson、Roberts、Bridgesは 馬 舎 で 生 活 す る 屋 外 ス タ ッ フ

の コ ーチ マ ンを`Mr.&名 字'で 呼 ん で い る。

ジュニア ・スタ ッフの メイ ドや フ ッ トマ ンへの呼 び掛 けは、上役や 同僚か らフ ァース ト

ネームな どの 「近接 化的呼称(親 称)」 を使 って行 われ る。⑰ ∫嬬7∫Doω 〃∫嬬7∫ で メイ ド

見習 いのSarahが`Clemont'と い うフラ ンス名 で呼 ばれ るこ とを希望 した時、女主人の

LadyMarjorieも 、召使仲 間のBridges達 も、「召使 の名前 ら しくない」 とい う理 由で拒

絶 し、Sarahを 使用 している。

6.結 語

今 回の 抽 出結 果 か ら以 下 の こ とが 明 らか に な っ た。

(1)主 人 か ら召 使 へ の 呼 称

・執 事 は主 人
、 女 主 人 、 子 女 を問 わず 例 外 な く名 字 の み で 呼 ばれ てい る。

・従 僕 ・レデ ィ ーズ ・メ イ ドは それ ぞ れ の主 人 か ら名 字 のみ で 呼 ばれ て い る
。

・女 性 の シニ ア ・ス タ ッフの う ち
、 ハ ウス キ ー パ ー や ク ック は`Mrs./Miss&名 字'

で 呼 ばれ てい る。

・ジ ュ ニ ア ・ス タ ッフ は フ ァース トネ ー ムで 呼 ばれ てい る
。

(2)召 使 か ら主 人へ の 呼称

・准 男 爵 も含 め て、 主 人 は`mylord'`sir'で 呼 ば れ てい る。

・世 襲 貴 族 の息 子 は`mylord'`sir'と 呼 ばれ てい る。

・貴 族 の女 主 人 は`mylady'`yourladyship'と 呼 ば れ て い る。

・貴 族 の娘 は`mylady'`yourladyship'と 呼 ば れ て い る。

・准 男 爵 の 娘 や 父 親 が 貴 族 で は ない 家 庭 の子 女 は`Mr ./Miss&フ ァ ース トネー ム'

`
sir/miss'で 呼 ば れ て い る。

(3)召 使 同士 の呼 称

・執 事 は、 部 下 か ら`Mr.&名 字'`sir'で 呼 ばれ てい る。

・ハ ウス キ ーパ ー、 従 僕 、 レデ ィ ー ズ ・メ イ ド、 ク ック の よ う な シ ニ アス タ ッフ は 同

僚 と部 下 か らMr./Mrs./Miss&名 字'で 呼 ばれ てい る。

・ジ ュ ニ ア ・ス タ ッ フ は上 司 及 び 同僚 か ら、 フ ァー ス トネ ー ム 、`Endearments'、
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`F
amilializers'を 使 っ て呼 ば れ て い る 。

主 人 と召 使 間の呼称 について は、上 か ら下へ は直接 的な 「近接 化的呼称」、下 か ら上へ

は敬 避的 な 「遠 隔化 的呼称」 が使用 され、非対称 となってい るが、例外 は、女性 の シニ

ア ・ス タ ッフに対 して、主人側か らも 「遠隔化的呼称」が使 われ てい るこ とであ る。名字

だけの呼 び捨 ては、力関係(Brown&Levinson,1987:77)を 強力 に意識 させ る もので は

あるが、一方で、主人 に最 も近い立場で仕 える執事や従僕や レディーズ ・メイ ドへの親近

感 も表 してい る と言 える。そ の意味で、 日常 的に絶 えず主人 の身近 にい るわけで はない上

位の女性召使が特 に高齢 の場合、主人側か らも距離 を置 く呼 び名が使 われてい るの は理解

し難 いこ とで はない。

垂直型上下関係で規律 を統制す る召使 の領域で も主人 と召使 問の呼称 と同様 に、上役か

ら下役 には 「近接化 的呼称 」、下役か ら上役 には 「遠隔化 的呼称 」が使用 されてい る。そ

して、 ここで も女性 の シニ アス タッフは上司の執事や 同僚 か ら、「タイ トル&名 字」の敬

称で呼 ばれてい る。

以上の こ とか ら、本稿 の分析で は、話 し手 による呼称の選択要 因を、基本的 には、社会

的 ・職業 的地位 による力 関係 を軸 として、そ こに年齢、性別、親疎の度合が追加要素 とし

てつ け加 わった と結論付 けるこ とが 出来 る。



教養 ・外国語教育センター紀要

注

1

2

3

4

5

6

1980年 代 以 降 の ビ ジ ネ ス 界 を テ ー マ とす る イ ギ リス 映 画 分 析 で は、 上 役 、 同 僚 、 部

下 問 で フ ァ ー ス トネ ー ム で 呼 び 合 う 「水 平 型 」、 両 方 向 対 称 の 呼 称 構 造 が 認 め られ

た。(北 山,2010:8)

`f
reeformsofaddress:"outside"thesentenceconstruction'(Braun,1988:11)

`
...anominalconstituentlooselyintegratedwiththerestoftheutterance.'(Leech,

1999:107)

分 類 中 の 例 は筆 者 が 追 加 した もの も含 ま れ て い る。 尚 、Braun(1988:10)は 、 任 命

や 相 続 に よ る タ イ トル(doctor,mayor,duke等)、 職 業 の 名 称(waiter,chauffeur

等)を 、McConnell-Ginet(2006:78)は 、 名 字 の み(Robinson等)、 ニ ッ ク ネ ー ム

(TeddyBear等)、 の の し り(bastard等)を 加 え て い る 。

イギ リス の 貴 族 にお い て 正 式 な貴 族(peer)は 当 主 一 人 で あ るが 、 そ の 家 族 も身 分 に

従 っ た儀 礼 的 な称 号(courtesytitle)で 呼 称 され る。 伯 爵(Earl)以 上 の 貴 族 で 、 複

数 の 爵 位(subsidiarytitles)を 有 す る場 合 、 そ の 継 嗣 者 は 当 主 の本 爵 位 以 外 の いず れ

か の爵 位 を名 乗 る こ とが 出 来 る。 そ れ 以 外 の子 女 や 子 爵 以 下 の 貴 族 の全 て の 子 女 は、

当主 の 身分 に準 じて、Lord、Lady、Honourableの 称 号 が 許 され る。 あ くまで儀 礼 称

号 は特 定 の爵 位 、 ま た は そ れ に 関連 す る称 号 を称 す る こ とを許 され た に過 ぎず 、 身分

は平 民(Commoner)で あ る。 なお 、 貴 族 の 当主 の夫 人 の称 号(伯 爵 夫 人 な ど)は 正

式 な称 号 で あ る。 しか し、 自 らの権 利 で爵 位 を有 す る女 伯 爵 な ど とは 区別 され る。

(http://ja.wikipwdia.org/wild/%E5%84%80%E7%A4%BC%E7%A7%BO%E5%8F%B7

January6,2011)更 に 結 婚 等 で 貴 族 と 平 民 が 同 所 帯 を 形 成 す る 場 合 も あ る 。

InthetraditionofBrown/Gilman(1960)andBrown/Ford(1961),ithasbecome

customarytoviewreciprocityofaddressinadyad(i.e.,exchangeofthesame

variant)asasignalofequality,realorpretended.Nonreciprocityhasbeen

interpretedasanexpressionofdifferenceinage,status,orwhatever.(Braun,1988:

293)

...intimacyanddistancearedeterminingtheselectioninsymmetricalrelationships.

NonreciprocityofFNandTLNiscausedbydifferencesinageorprofessional

status.(Braun,1988:16)

...asymmetricalexchangeswerefoundwheretherewasagedifferenceor

occupationalrankdifference.(Ervin-Tripp,1989:218)

NominaladdressformsinEnglishareaparticularlyheterogeneousgroup,witha
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rangeoftermswhoseusevariesaccordingtofactorssuchasdomain,relationship

betweenspeakerandaddressee,andvariousspeakercharacteristicssuchasage

andsex.(Clyne,Norrby&Warren,2009:18)

Thedecisionastowhatmode(s)ofaddresstoemploycanbedeterminedbyrational

choiceorspontaneousemotionalreactions.(Clyne,Norrby&Warren,2009:79)

(http://wwwOO3.upp.so-net.ne.jp/detective_story/memo/memoO8_aristocrat.htm

January6,2011)

英 国 爵 位 名 一 覧(http://biofantasy.fe2web.com/kikaku/shakui_eng_base.htmlJanuary

7,2011)

ibid.

His/YourGraceが 公 爵 の 称 号 で 、Lordは 、 侯 爵 、 伯 爵 、 子 爵 、 男 爵 の 称 号 。..

Lordな ら名 字 を、Sirの 場 合 は フ ァー ス トネ ー ム をつ け て呼 び_.

(http://yaplog.jp/chatbrun/archive/582January6,2011)

公 爵 か 侯 爵 か伯 爵 の 娘 はMyLadyかLadyMary(`Lady&Firstname')と 呼 ば れ る。

(http://en.wikipedia.org/wiki/Forms_ofaddress_in_the_United_KingdomJanuary

6,2011)

公 爵 夫 人 はHer/YourGrace、 侯 爵 、伯 爵 、 子 爵 、 男 爵 夫 人 は...`Lady&名 字'、

或 い は`Lady&領 地'、 或 い は`Lady&夫 の 名'_公 ・侯 ・伯 爵 令 嬢 に つ くLady

の 場 合 は 、LadyDianaの よ う に フ ァ ー ス トネ ー ム_.(http://yaplog.jp/chatbrun/

archive/582January6,2011)

(http://en.wikipedia.org/wiki/Forms_of_address_in_the_United_KingdomJanuary

6,2011)

括 弧 内 の爵 位 名 は(http://web.thn.jp/blueleo/nobletitle.htmJanuary6,2011)に よ

る。 尚、 子 爵 と男 爵 の 通 常 の 呼 び 名 は 、 同 サ イ トで は、Lord(Sinop)で は な く、

Lord(Familyname)を 挙 げ て い る。 領 地 保 有 が伯 爵 以 上 で あ る とす れ ば、 こ ち ら

の指 摘 の方 が 正 しい 。

元 々荘 園領 主 の 館 で あ る 「マ ナ ーハ ウ ス 」 で は、 「ホ ー ル」 と呼 ば れ る 「大 広 間 」 が

その 中心 で あ っ た こ とか ら、 カ ン トリーハ ウス に は よ く 「ホ ー ル」 とい う名 称 が 付 い

て い る。 ま た、 広 大 な敷 地 を表 す 「パ ー ク」 とい う名 前 が付 い て い た りす る。(三 谷,

2000:99-108)

(http://blogimg.goo.ne.jp/user_image/73/8e/9e2dga3a3ebO5dO8ee7cd5fbeOOcegda.

pngJanuary6,2011)
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17

18

19

20

21

22

23

24

25

2007年 現 在 で 英 国 に は5,000人 の 執 事 が い る と 推 定 さ れ て い る。(http://

en.wikipedia.org/wiki/ButlerJanuary7,2011)

ibid.

(http://blog.goo.ne.jp/countsheep99/e/b7a69feb6930b62487a5e5de79021950January

6,2011)

名 字 の呼 び捨 て は 親 近 感 を表 す 使 用 法 もあ る。 例 え ば、BridgetJones:TheE4980f

Reason(2005)で 個 人 的 に も親 しい 上 司CleaverがJonesに 呼 び捨 て を使 って い る。

GosfordParkで 、LadyTrenthamは 、 義 理 の 甥 のMcCordleか らConstanceと 呼 ば

れ る こ とを好 ま ない 。 仕 送 りを受 け てい る こ と も影 響 して見 下 さ れ てい る よ う に感 じ

る の で あ る 。`lfhehastocallmebymyChristianname,whycan'themakeit

"A
untConstance"?1'mnottheupstairsmaid.'(Fellowes&Altman,2002:3)

原 作(lshiguro,1988)の 小 説 で は、DarlingtonHallの 新 しい私 有 者 は ア メ リカ 人 の

Mr.Farradayで あ るが 、 映 画 で は、 かつ て 当地 を訪 れ、LordDarlingtonに 厳 しい 意

見 を述 べ た ア メ リカ の 議 員 、Mr.Lewisと な っ て い る。Stevensが 主 人 か ら借 りて

Kentonに 会 い に行 く車 も、Fordで は な く、 映 画 で は、Daimlerで あ る。

十 代 の娘 で あ るCordelia(BridesheadRevisited)は 、Nannyか ら`ladyship'、Nurse

か ら`LadyCordelia'と 呼 ば れ て い る 。

(http://dictionary.reference.com/browse/-shipJanuary7,2011)

IntheCourtsofEnglandandWalesjudgesofthehighercourtsareaddressedas
"M
yLord"or"MyLady"andreferredtoas"YourLordship"or"YourLadyship".

(http://en.wikipedia.org/wiki/JudgeJanuary6,2011)
"I
marvelyourladyshiptakesdelightinsuchabarrenrascal...."(Shakespeare,W.

TwelfthNightActlScene5http://shakespeare.mit.edu/twelfthnight/

twelfth_night.1.5.htmlJanuary6,2011)
"I
assureyourladyshipIhaveasgoodanopinionofherasyourladyshipyourself

oranyothercanhave....(Fielding,H.JosephAndrewsBook4Chapter2http://

www.readbookonline.net/read/9400/22384/January6,2011)
"
...yourladyshipcanhardlyexpectmetoownit."(Austin,J.PrideandPrejudice

Chap.29http://chestofbooks.com/novel/Pride-and-Prejudice-Jane-Austin/Chapter一

26

29-Continue...January6,2011)

レ デ イー ズ ・メ イ ドのRoberts(UpstairsDownstairs)は 、 高 年 齢 で あ るが 未 婚 で あ

る た めか 、 他 の 例 と違 い 、`Miss'で 呼 ばれ てい る。
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